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Glass　Filter/Fine の略，孔径約 1 µm）でろ過した試




















　図 3 にカラムのつくり方を示す．内径 12 mm，長













に取り付けた三方栓から約 1 mL/min の流速で蒸留水
（8 時間約 500 mL）を流す．
図3.   　アクリル樹脂カラムのつくり方
図2.　ため池の有機物
－ 51 －




示す．ため池の水 200 mL をガラスフィルター（GF/










るため，試料水 200 mL を全て流し終えた後，少量（5 
mL 程度）の蒸留水（pH ＝ 2）でカラムを洗浄し，次
いで，図 3 の右側に示すように，カラム管を上下反転
させ（A を下側として），Ａ側から，0.1M NaOH 水溶
液を流速 0.2 mL/min で流し，吸着成分を溶出させる
（溶出量はおよそ 10 mL 程度）．この溶出液を「分画 2」
とする．










できる．このように，分画 1 と分画 2 は，ため池の有
機汚濁の現状把握と将来予測を行う上で有益なもので
ある．
　分画 1 と分画 2 に含まれる成分の同定法としては蛍
光法が知られている（福島，2001）．これは，アミノ酸，
タンパク質の成分であるチロシンやトリプトファンが






























　図 6 にゲルろ過カラムのつくり方を示す．内径 25 















ては Sephadex G-15（分画範囲分子量が 1500 以下）
を用いることとした．展開溶媒（溶離液）は蒸留水で，
高速液体クロマトグラフ（日立 HPLC  L-6000）の定
流ポンプを用い 1.0 mL/min の流速で展開する（図 7）．
カラムからの溶出液はフローセルに入り，紫外・可






　　測定条件：無蛍光石英セル（1 cm×1 cm）蛍光分光光度計（Horiba Fluoromax-4）
　　サンプリング波長間隔：励起、蛍光波長とも5 nm、スリット幅：5 nm
－ 53 －







GD/X，孔径 0.2 µm）でろ過したものを 0.5 mL 使用す
ることとした．
　カラムへの試料の導入は次の手順で行う．①あらか












　本研究で使用する樹脂 Sephadex G-15 は，分画範囲
が分子量（Mw）1500 以下である．Mw 1500 以上の





Mw 1355）を用いて調べた．その結果を図 8 に示す．
ブルーデキストラン（すなわち Mw 1500 以上）の溶
出開始時間は展開開始後 48 分，シアノコバラミン
（Mw 1355）の溶出開始時間は 79 分であった．この溶
出開始時間と標準物質の分子量との関係を表す検量線









9 にその一例を示す．このクロマトグラムには 4 種類
の成分ピークが観測され，流出開始時間は，a, b, c, d 
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　流速　1.0 mL /min 　λmax=260 nm における吸光度の時間変化を追跡
　　a: タンパク質様物質　　蛍光特性：280/330 （分子量＞1500）
　　b：フルボ酸  蛍光特性:320/440（分子量1480）
　　c：フルボ酸　蛍光特性:320/440（分子量1450）　ｄ：　非蛍光性有機物　無蛍光性（分子量1100）

